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メカトロニクスの技術を用いたリハビリテーション機器の臨

床応用は，過去 10 年ほどの間に長足の進歩を遂げている．ロ

ボットスーツという言葉がメディアでも盛んに取り上げられ

て，リハビリテーション領域への応用のみならず，人間の動作，

運動を介助し補強すること全般に関して，また軍事利用なども

含めていろいろな可能性が示唆され，確かに一つの産業として

将来の発展の可能性を示している．ロボットメカトロニクスの

定義を本特集総説の冒頭で上野先生が書かれたとおり，セン

サーと制御系と駆動系の要素を備えるシステムと考えると，

もっと地道で多数のリハビリテーション治療と，装具の領域へ

の応用が考えられる．われわれが毎年夏に行ってきた Spine

Frontier の研究会においても 2004 年の知床における第 11 回会

合で山海教授を招いて，当時まだ新しいニュースであったロ

ボットスーツについて紹介いただき，歩行や傾斜地登行を介助，

支援する画像をみて新鮮な印象をもったことを憶えている．し

かしそのときから，華々しいウェアラブルロボットとしての

スーツだけではなく，単肢に対する応用や個別の筋力に対する

センサー制御系とモーターを組み合わせた応用が重要であるこ

とが話し合われた．また，介護や手術室業務についてもロボッ

トらしくはない形の技術応用について，意見交換したことが思

い出される．

翻って筆者自身も，脊髄損傷患者にロボットスーツ HAL を

試してみたことがあるが，リハビリテーションの道具としての

多大なる可能性は感じたものの，装着に時間と労働力を要する

ことや，筋肉の電気活動が十分に出ないときには運動の信号を

トリガーできないことなど，現実的な課題もよく感じたところ

である．一方，患者がロボットのアシストによって，自分が歩

行する能力が潜在的にあることを意識できることの心理効果

は，相当に大きいものと感じた．複合的にリハビリテーション

を促進させる道具としての意味が大きいという印象をもってい

る．

アクティブに動く装具としてのロボットメカトロニクスは，

費用とその普及の問題が一つの課題になるであろうと考えられ

る．昨今の格差拡大の社会情勢の中で，財力あるものに対象が

限られ，装着していること自体が特定の社会的階層の表出とな

るようでは，医療現場においてもあまりよい景色になるとはい

えないであろう．より簡便化した機器，特に単肢や単関節に対

する機械を開発しリハビリテーションの現場で多く普及せしめ

ることによって，全体のコストを下げていき，多くの人たちが

さまざまな必要に対して利益を享受できることが，社会医療の

あり方としても産業としてもより健全な動きであるように感じ

る．今回の特集で分担執筆された先生方は，いずれもそうした

意識をもって将来の方向性を見据えておられるようなので共感

するところである．今後もウェアラブルロボットだけでなく，

センサー制御モーター系を備えたリハビリテーション器具，あ

るいはアクティブな装具がさらに進歩し広く普及していくこと

を期待する．脊髄損傷や脳血管障害のみならず，廃用性の筋萎

縮や，拘縮に陥ってさらに運動活動が減る悪循環を断ち切るた

めの器具としての需要も大きいであろうと推測するが，そうし

た機材が開発されて広く利用されれば，確かに新しい医療産業

と社会サービスが展開されるかもしれない． （金 彪）
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